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（
一
社
）
東
洋
大
学
校
友
会 

『
埼
玉
県
東
部
支
部 

創
立
二
〇
周
年
記
念
』 

「
支
部
総
会
」「
記
念
式
典
」「
記
念
講
演
」

「
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

東
洋
大
学
校
友
会
「
埼
玉
県
支
部
」
は
、
昭
和

4
（
１
９
２
９
）
年
9
月
に
創
立
致
し
ま
し
た
。

支
部
会
員
の
増
大
に
伴
う
支
部
分
割
を
校
友
会

代
議
員
会
に
諮
り
、
承
認
を
得
る
と
と
も
に
、
平

成
16
（
２
０
０
４
）
年
5
月
23
日
の
「
埼
玉
県

支
部
総
会
」
に
お
け
る
東
西
二
支
部
分
割
審
議

の
結
果
、
「
埼
玉
県
東
部
」
と
「
埼
玉
県
西
部
」

二
支
部
の
設
立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県

東
部
支
部
は
、
同
日
に
「
支
部
設
立
総
会
」
を
開

催
し
、
「
埼
玉
県
東
部
支
部
規
約
」
の
承
認
を
以

っ
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
（
埼
玉
県
東
部
支

部
の
初
代
支
部
長
に
朝
川 

仁
氏
を
承
認
）
*1
。 

令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
は
、
埼
玉
県
東
西
二

支
部
が
創
立
二
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
（
創
立
二

〇
年
の
年
度
）
。
こ
の
節
目
の
年
に
支
部
で
は
、

以
下
の
よ
う
に
「
支
部
総
会
」
と
東
西
両
支
部
合

同
に
よ
る
「
創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
」
「
祝
賀

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
（
写
真-

1
参
照
）
。 

◇
日
時
：
令
和
5
年
7
月
1
日
（
土
） 

◇
会
場
：
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス 

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
（
2
号
館
16
階
） 

⑴
支
部
総
会
（
午
後
1
時
～
） 

⑵
創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典 

 

〇
開
会
行
事
（
午
後
2
時
15
分
～
） 

 

○
記
念
講
演
（
午
後
3
時
00
分
～
） 

 
 

講
師 

学
長 

矢
口 

悦
子
先
生 

演
題
「
東
洋
大
学
の
今
」
～
社
会
教
育
に
取

組
ん
だ
学
祖
井
上
円
了
先
生
の
精
神
を
受

け
継
い
で
～ 

〇
祝
賀
会
〈
懇
親
会
〉（
午
後
4
時
20
分
～
） 

 

*1 

創
立
20
周
年
特
別
記
念
号
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」 

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
第
17
号
、「
埼
玉
県
東
部 

支
部
創
立
20
年
の
歩
み
」
、
23
年
5
月
19
日
支
部
ブ 

ロ
グ
掲
載
、
5
月
27
日
差
替
え
・
再
掲
載 

【
支
部
総
会
】 

 

支
部
総
会
は
、
午
後
1
時
か
ら
表-

1
に
示

す
「
総
会
次
第
」
に
従
っ
て
名
雲
事
務
局
長
の
司

会
で
、
小
菅
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
、
物
故
者
に

対
す
る
黙
祷
、
大
学
歌
斉
唱
と
続
き
、
中
里
繁
夫

支
部
長
（
昭
和
50
年
土
木
）
の
挨
拶
お
よ
び
小
沢

健
一
校
友
会
副
会
長
（
昭
和
56
年
院
博
経
済
）
の

来
賓
挨
拶
の
後
に
、
議
長
に
緑
川
輝
彦
副
支
部

長
（
昭
和
42
年
経
済
）
を
選
出
し
て
、
議
案
審
議

（
表-

1
参
照
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
議
事
録
署

名
者
：
沼
口
伊
一
氏
〈
昭
和
49
年
経
営
法
〉
と
柴

崎
重
雄
氏
〈
昭
和
49
年
商
学
〉
を
選
出
）
。
令
和

5
年
度
の
支
部
総
会
参
加
者
は
、
支
部
総
会
後

の
⑵
創
立
20
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
、
祝
賀

会
（
懇
親
会
）
も
あ
り
、
36
名
で
し
た
。
議
案
は
、

第
1
号
か
ら
第
4
号
ま
で
の
令
和
4
年
度
の
報

告
お
よ
び
令
和
5
年
度
案
（
表-

1
、
表-

2
参

照
、
第
3
号
議
案
な
ど
）
を
賛
成
多
数
で
順
次
承

認
し
、
新
年
度
の
支
部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
第
1
号
、
第
2
号
、
第

4
号
議
案
な
ど
の
重
要
議
案
は
令
和
6
年
発
行

予
定
の
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
第
20
号

で
報
告
い
た
し
ま
す
）
。
な
お
、
近
隣
各
支
部
の

御
来
賓
は
、
東
洋
大
学
顧
問
兼
城
西
支
部
（
井
上 

進
氏
）
は
じ
め
、
城
西
、
城
南
、
城
北
、
城
東
、

埼
玉
西
部
の
各
支
部
か
ら
の
6
名
を
ご
招
待
す

る
こ
と
が
で
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
、
規
制
解
除
後
の
校
友
会
近
隣
支
部
の
ご

招
待
者
は
、
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
（
令
和
2
年

の
支
部
総
会
以
来
の
こ
と
で
す
）
。
支
部
総
会
は
、

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

作成／2023年7月31日 (一社)東洋大学校友会 埼玉県東部支部 広報部
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第18号

 

写真-1 令和 5 年度支部総会・創立 20 周年記念祝賀会の会告 
（東西支部合同開催、支部ブログ掲載 2023.5.10） 

表-1 令和 5 年度支部総会の「総会次第」 

司  会 
理 事 

（事務局長） 
名雲 啓二 

（昭和 51 年法律） 

◎開会の辞 副支部長 
小菅 喜美子 

（昭和 49 年社会） 

◎支部長挨拶 支 部 長 
 中里 繁夫 
（昭和 50 年土木） 

◎来賓紹介・挨拶；東洋大学顧問・城西・城南・城東・ 

埼玉西部・甫水会 

小沢健一（校友会副会
長、昭和 58 年院博経済） 

◎議 案 

 第 1 号議案 令和 4 年度会務報告 副支部長 
沼口 伊一 

（昭和 49 年経営法） 

第 2 号議案 令和 4 年度決算報告 
副支部長 

（会計担当） 
橋北 克子*2 

（昭和 55 年商学） 

       監査報告 監 事 
関 日出雄 

（昭和 45 年国文） 

 第 3 号議案 令和 5 年度事業計画（案）  副支部長  沼口 伊一 

 第 4 号議案 令和 5 年度予算（案）  副支部長  橋北 克子*2 

◎その他 役員紹介 
 理 事 
（事業部長） 

渡部 俊彦 
（昭和 40 年経営） 

◎閉会の辞 副支部長 
 黒井 登起雄 
（昭和 46 年院修土木） 

 
 表-2（第 3 号議案）令和 5 年度 事業計画（総会において承認） 

 埼玉県東部支部規約に定める目的達成のため次の事業を行う。 

一. 支部組織の拡充と地区活動の活性化 

1) 支部運営の組織体制を拡充整備する。 

2) 地区を対象にした「会費納入促進」を実施。 

二. 会員相互の連絡と親睦 

1) 「校友の集い」「女性連絡会」「ゴルフ大会」「ホームカミングデー」「ボウリ

ング大会」等を通じて親睦を図る。 

2) 女性会員の組織化を重点的に推進するために「女性の集い」を開催する。 

三. 広報活動 

1) 支部の現状と会員の相互理解を得るために支部会報を発行する。 

2) 支部運営の円滑化とリアルタイムの情報伝達としての支部ブログの充実を

図る。 

四. 母校及び学生の課外活動に対する協力と支援 

母校行事への協力、学生クラブの支援、学生の就職活動の支援等を図る。 

五. 甫水会との連携を図る 

支部活性化の一環として甫水会県支部との密なる連携を図る。 

六. 近隣支部との連携を図る。 

埼玉県西部支部をはじめ、関東地区近隣支部等との交流を図る。 

七. 交流会本部が開催する各種事業に協力する。 

 

周年20立創
特別 記念 号

第二弾

-1-
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30
分
ほ
ど
の
時
間
で
審
議
を
終
了
、
黒
井
登
起

雄
副
支
部
長
の
閉
会
の
辞
の
後
に
、
参
加
者
の

集
合
記
念
写
真
（
写
真-

2
参
照
）
を
順
次
撮
影

し
た
後
に
「
⑵
創
立
20
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講

演
・
祝
賀
会
」
が
（
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

*2 

所
用
に
よ
り
、
当
日
に
司
会
者
の
名
雲
啓
二
事
務
局
長

が
代
理
報
告
。 

【
第
一
部 

創
立
二
〇
周
年
記
念
式
典
】 

 

校
友
会
埼
玉
県
東
部
（
中
里
繁
夫
支
部
長
）
と
、

埼
玉
県
西
部
（
岡
部
奈
緒
美
支
部
長
）
両
支
部
合

同
に
よ
る
創
立
20
周
年
記
念
式
典
の
第
一
部
は
、

岡
部
和
雄
地
区
役
員
（
西
部
支
部
、
昭
和
57
年
経

済
）
の
司
会
進
行
の
も
と
、
以
下
の
式
次
第
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
（
写
真-

3
参
照
）。
な
お
、
参
加

者
は
、
御
来
賓
、
ご
招
待
者
、
東
西
支
部
会
員
の

参
加
者
の
皆
様
を
合
わ
せ
て
80
名
程
で
し
た
。 

〇
黙
祷 

〇
開
会
の
辞
：
緑
川
輝
彦
副
支
部
長 

（
東
部
支
部
、
昭
和
42
年
経
済
） 

〇
大
学
歌
斉
唱 

〇
挨
拶
（
主
催
者
）：
岡
部
奈
緒
美
支
部
長 

（
西
部
支
部
、
昭
和
57
年
経
済
） 

〇
来
賓
祝
辞
： 

油
井
貫
行
氏
（
東
洋
大
学
常
務
理
事
） 

神
田
雄
一
氏
（
東
洋
大
学
校
友
会
会
長
） 

金
沢
篤
史
氏
（
東
洋
大
学
甫
水
会
会
長
） 

 

〇
来
賓
紹
介
：
渡
部
俊
彦
理
事 

（
東
部
支
部
、
昭
和
40
年
経
営
） 

 

〇
二
〇
年
の
歩
み
： 

 
 

中
村
義
次
副
支
部
長 

（
西
部
支
部
、
昭
和
48
年
2
部
法
律
） 

黒
井
登
起
雄
副
支
部
長 

（
東
部
支
部
、
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

〇
閉
会
の
辞
：
横
山 

清
副
支
部
長 

（
西
部
支
部
、
昭
和
58
年
哲
学
） 

 

東
部
支
部
の
「
二
〇
年
の
歩
み
」
は
、「
支
部

創
立
二
〇
年
の
歩
み
」
*1

、「
支
部
創
立
二
〇
年

の
歩
み
」（
写
真
で
綴
る
）
*3

お
よ
び
支
部
創
立

二
〇
周
年
特
別
記
念
号
（
表
紙F

IL
E

提
供
）
*3

の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
支
部
ブ
ロ
グ
活
用

に
よ
る
校
友
会
支
部
の
活
動
情
報
（
お
知
ら
せ

と
報
告
）
の
発
信
の
重
要
性
を
披
露
し
た
（
黒
井

登
起
雄
副
支
部
長
）。
と
く
に
、「
支
部
内
に
お
け

る
活
動
計
画
・
報
告
の
情
報
継
続
性
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
」
の
重
要
性
な
ど
も
強
調
し
ま
し
た
。 

*3 

創
立
20
周
年
特
別
記
念
号
「
埼
玉
県
東
部
支
部
創
立
20 

年
の
歩
み
」（
写
真
で
綴
る
）、
23
年
6
月
12
日
支
部
ブ
ロ 

グ
掲
載 

 
 

支
部
創
立
20
周
年
特
別
記
念
号
（
表
紙F

IL
E

の
ご
提
供
）
、 

23
年
6
月
29
日
支
部
ブ
ロ
グ
掲
載 

【
第
二
部 

記
念
講
演
】 

 

第
二
部
の
「
記
念
講
演
」
は
、
第
一
部
の
式
典

に
引
き
続
い
て
、
矢
口
悦
子
東
洋
大
学
学
長
（
文

学
部
教
授
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
東
洋
大
学

の
今
」~

社
会
教
育
に
取
り
組
ん
だ
学
祖
井
上
円

了
先
生
の
精
神
を
受
け
継
い
で
～
の
演
題
で
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
講
演
は
、
司
会
の
岡
部
和
雄

氏
に
よ
る
講
師
の
略
歴
紹
介
の
の
ち
に
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
約
60
分
間
の

お
話
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、

「
Ⅰ
自
己
紹
介
」「
Ⅱ
井
上
円
了
先
生
の

生
涯
と
社
会
教
育
へ
の
取
組
み
」「
Ⅲ
東

洋
大
学
の
今
：
井
上
円
了
先
生
の
精
神

を
引
き
継
い
で
」「
Ⅳ
未
来
に
向
け
て
歩

む
東
洋
大
学
」
の
4
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
、「
自
己
紹
介
」（
図-

2
参
照
）
に
始

ま
り
、
Ⅰ
～
Ⅳ
の
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
丁

寧
に
、
わ
か
り
易
く
解
説
し
て
頂
き
ま

し
た
。「
Ⅱ
井
上
円
了
先
生
の
生
涯
と
社

会
教
育
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
円
了

博
士
の
「
諸
学
の
基
礎
は
哲
学
な
り
」
の

教
え
、「
心
理
を
探
求
す
る
教
え
（
真
実

を
探
求
す
る
精
神
）」「
自
分
で
考
え
、
判

断
す
る
教
え
」
な
ど
の
教
育
理
念
に
止

ま
ら
ず
、
円
了
博
士
の
「
社
会
教
育
の
取

組
み
」
に
焦
点
を
当
て
た
「
民
衆
教
育
の

た
め
の
全
国
巡
回
講
演
」
を
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。「
Ⅲ
東
洋
大
学
の
今
：
井
上

 

 図-1 「彩の国さいたま」（リーフレット電子版）への投稿依頼（お願い） 
    問合せと投稿の E メールアドレス；saita_east@yahoo.co.jp (支部専用；黒井登起雄) 

《支部活動情報の IT 化と会員への情報の継続性確保》 

校友会埼玉県東部支部は、支部活動情報（企画のお知らせおよび報告）等の情報を個人と

の繋がりによる伝達（はがき、電話等）の他に、校友会 HP の支部ブログを活用した IT 化

を積極的に取り上げて参りました。「彩の国さいたま」（リーフレット電子版）を令和 2（2020）

年に創刊して、この電子版を支部ブログに掲載し、リアルタイムの伝達（即時性と即応性の

実現、情報伝達の迅速化）を推し進めた結果、支部ブログの伝達数は、令和 2（2020）年か

らの 3 年間で 50 件を超えました（2023 年 6 月現在）。まだ、IT 活用がスマートフォン、

iPhone に限られる状況ですが、PC、タブレット（PDF 読取り可能）への広がりが見られる

ようになれば、支部の情報伝達の迅速化が格段に進展するものと考えています*2。 

支部活動の校友会 HP への支部ブログ掲載は、「支部活動情報の記録・長期保存」と「全

会員の共有（周知）」に繋がり、5 年、10 年後の会員への「情報伝達の継続性確保」の実現

にも繋がっています。支部では、より多くの支部会員の皆様の IT 化への取組みをお待ちし

ていますとともに、各会員を取り巻く情報のリーフレット電子版への投稿もお待ちしてお

ります（同時に、校友会費の納入と、メルマガ登録の推進へのご協力もお願い致します）。 

 *2 支部会報「彩の国さいたま」第 18 号、PP.2、「（一社）校友会の変革『IT を活用した情

報交換と共有』」、令和 4（2022）年 5 月発刊 

  文責；支部広報担当 黒井登起雄（昭和 46 年院修土木） 

 

写真-2 令和 5 年度支部総会参加者および御来賓者の集合写真 

 

写真-3 「支部創立 20 周年記念式典」の参加者および御来賓者の集合記念写真（2023.7.1） 
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円
了
先
生
の
精
神…

…

」「
Ⅳ
未
来
に
向
け
て
歩

む
東
洋
大
学
」
（
図-

3
、
図-

4
、
図-

5
参
照

*4
）
で
は
、
最
近
の
目
覚
ま
し
い
教
育
の
変
革

「
夜
間
部
の
維
持
」「
生
涯
学
習
講
座
」「
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
」「
重
点
研
究
や
産
官
学
連
携
」「
グ
ロ

ー
バ
ル
教
育
」
な
ど
、
躍
進
す
る
新
し
い
東
洋
大

学
の
姿
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
昭
和
年
代
の
卒

業
生
に
と
っ
て
「
目
か
ら
鱗
」
の
思
い
で
聴
く
講

演
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
「
Ⅳ

未
来
に
向
け
て
歩
む
東
洋
大
学
」
で
は
、
新
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
（
白
山
・
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
、

朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
、
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
）
や
、

未
来
に
向
け
て
歩
む
東
洋
大
学
の
学
生
（
運
動

各
部
の
学
生
た
ち
）
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
留

学
生
受
け
入
れ
な
ど
、
大
学
の
生
き
生
き
と
躍

動
す
る
姿
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

*4 

「
記
念
講
演
」
に
お
い
て
ご
使
用
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト 

画
像
を
矢
口
悦
子
学
長
か
ら
直
接P

D
F

画
像
に
変
換 

し
て
ご
提
供
し
て
頂
き
、
写
真
画
像
に
編
集
し
て
貼
り 

付
け
い
た
し
ま
し
た
。 

図
表
編
集
・
文
責
：
副
支
部
長 

黒
井
登
起
雄 

（
支
部
広
報
担
当
、
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

【
第
三
部 

祝
賀
会
（
懇
親
会
）】 

 

第
三
部
の
「
祝
賀
会
（
懇
親
会
）
」
は
、「
記
念

講
演
」
に
引
き
続
き
、
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
を
模
様
替

え
し
て
、
16
時
20
分
か
ら
西
部
支
部
の
岡
部
和

雄
氏
の
司
会
で
次
の
式
次
に
従
っ
て
会
式
と
な

り
ま
し
た
（
写
真-

4
参
照
）。 

〇
主
催
者
挨
拶
：
中
里
繁
夫
支
部
長
（
埼
玉
県
東

部
支
部
） 

〇
来
賓
祝
辞
：
大
熊
廣
一
前
東
洋
大
学
常
務
理

事 

〇
乾
杯
：
長
澤
政
行
代
議
員
（
埼
玉
県
西
部
支
部
） 

会
式
の
後
、
参
加
者
の
歓
談
と
と
も
に
、
次
の 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
順
次
行
わ
れ
ま
し
た
*5
。 

・
演
舞
：
東
洋
大
学
応
援
指
導 

・
シ
ャ
ン
ソ
ン
：
今
井
杏
羽
子
氏
（
城
東
支
部
） 

曲
目
（
季
節
（
と
き
）
は
め
ぐ
り
、
心
を
つ

な
ぐ
１
０
円
玉
） 

 
図-3 創立 20 周年記念講演⑵*4                     図-2 創立 20 周年記念講演⑴*4 

 

図-5 創立 20 周年記念講演⑷*4                 図-4 創立 20 周年記念講演⑶*4 

【
特
別
講
演
の
聴
講
（
中
里 

繁
夫
支
部
長
）】 

東
洋
大
学
初
の
女
性
学
長
・
矢
口
悦
子
先
生
の
記
念
講
演

「
社
会
教
育
に
取
り
組
ん
だ
学
祖
井
上
円
了
先
生
の
精
神
を

受
け
継
い
で
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
色
々
な
方
々
の

講
演
で
円
了
先
生
の
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
一

番
話
の
解
り
易
い
内
容
で
し
た
。
学
長
先
生
に
は
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
東
洋
大
学
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。
懇

親
会
も
久
し
ぶ
り
の
校
友
交
流
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。 

【
聴
講
し
て
（
黒
井
登
起
雄
）】 

 

躍
進
目
覚
ま
し
い
東
洋
大
学
の
矢
口
学
長
の
記
念
講
演

は
、「
円
了
先
生
の
精
神
を
引
き
継
い
で
」「
未
来
に
向
け
て
歩

む
東
洋
大
学
」
の
話
題
で
、
よ
り
「
活
き
活
き
と
し
た
と
し
た

話
っ
ぷ
り
」
と
な
り
、
私
な
ど
昭
和
40
年
代
の
卒
業
生
に
と

っ
て
「
目
か
ら
鱗
」
の
素
晴
ら
し
い
発
展
の
姿
を
聴
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
更
な
る
東
洋
大

学
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

 
写真-4 祝賀会（懇親会）参加者（西部支部長澤政行氏による乾杯） 
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・
尺
八
：
寺
門
隆
男
（
淡
隆
、
埼
玉
県
東
部
支

部
、
平
成
6
年
法
律
） 

 
 

 
曲
目
：
秩
父
音
頭
、
秋
田
お
ば
こ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
進
行
と
と
も
に
、
多
く

の
東
部
支
部
、
西
部
支
部
の
校
友
会
員
の
皆
様

が
各
テ
ー
ブ
ル
に
集
い
、
歓
談
の
輪
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
（
写
真-
5~
9
参
照
）。
会
は
、
予
定

の
18
時
に
、
名
雲
啓
二
事
務
局
長
（
東
部
支
部
、

昭
和
51
年
法
律
）
の
中
締
め
の
の
ち
、
柴
田
正
男

副
支
部
長
（
西
部
支
部
、
昭
和
46
年
経
営
）
の
閉

会
の
辞
と
と
も
に
閉
宴
と
な
り
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
お
よ
び
西
部
両
支
部
は
、
創
立
30
周
年

に
向
け
て
再
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

*5 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
を
執
筆
し
て
い
る
黒
井
登
起 

雄
副
支
部
長
は
、
祝
賀
会
（
懇
親
会
）
会
式
後
に
所
用
で 

中
座
致
し
ま
し
た
の
で
、「
創
立
20
周
年
記
念
式
典
」
の 

資
料
（
栞
）
と
、
祝
賀
会
写
真
（
東
部
支
部
事
務
局
提
供
） 

を
参
考
に
執
筆
い
た
し
ま
し
た
（
現
状
把
握
せ
ず
に
）。 

（
図
表
編
集
・
文
責
：
副
支
部
長 

黒
井
登
起
雄
） 

 
写真-6 祝賀会（懇親会）の参加者⑵  写真-7 祝賀会（懇親会）の参加者⑶    写真-8 祝賀会（懇親会）のアトラクション 

 

写真-9 祝賀会（懇親会）のアトラクション⑵ 

 

二〇周年記念式典企画 白山キャンパスツアー 

支部総務部長（本部理事）伊藤 祐二（昭和 51 年経営法） 

 埼玉県東西支部創立二〇周年記念式典の一環と 

して白山キャンパスツアーがおこなわれました。 

白山キャンパスは二十数年かけ全面的に校舎・設 

備が一新されました。本日（2023.7.1）記念式典に 

参加されて皆さまは、旧校舎しか知らず一新され 

た校舎・設備を見学する機会が有りませんでした 

ので、キャンパスツアーを計画いたしました。当 

日は、雨天にもかかわらず、12 名の参加のもとに 

実行する事が出来ました。道順は、125 周年記念館(8 号館)を 10 時

に出発し、甫水の森、平和祈念碑、箱根駅伝初優勝の記念碑、学祖

井上円了像前、円了記念館、四聖像レリーフ、博物館（円了の常設

展）、6 号館、6 号館地下食堂（数年に亘り学生人気度№１のカフェ

テリア方式で 1300 席の大食堂）、円了ホール（校友会寄贈緞帳、絵

柄平山郁夫画伯）、図書館（本学所蔵絵巻物の特別展示）の順に巡り

ました。円了博物館では、円了関連刊行物、ホールにおいて校友会

寄贈緞帳、図書館では秘蔵絵巻物の特別展示などを、大学部局のご

協力のもとに特別なツアーが出来ました。一旦解散後に、大学へ来

た記念品等を求める方をキャンパスプラザ・4 号館（生協）にも案

内いたしました。参加された皆様は、どのような感想をお持ちにな

られたか、伺いたいものです。  
写真-5 祝賀会（懇親会）の参加者⑴ 

-4-


	ページ１

	ページ２

	ページ３

	ページ４




